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は
じ
め
に

昨
年
来
、大
学
生
に
よ
る
薬
物
事
件
が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
お
り
、

大
学
生
に
薬
物
乱
用
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
大
学
生
に
よ
る
薬
物
事
犯
の
現
状
を
中
心
に

我
が
国
の
薬
物
事
犯
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
中
、
意
見
に
あ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
。
ま
た
、

平
成
二
〇
年
の
数
値
に
つ
い
て
は
暫
定
値
で
あ
る
。

一　

薬
物
事
犯
の
現
状

我
が
国
の
薬
物
問
題
は
、
薬
物
検
挙
者
の
約
八
割
を
占
め
る
覚
せ

い
剤
の
乱
用
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
れ
は
、戦
後
の
混
乱
期
に
始
ま
り
、

戦
後
六
〇
年
以
上
を
経
た
現
在
も
沈
静
化
す
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
覚
せ
い
剤
の
み
な
ら
ず
、
違
法
・

合
法
を
問
わ
ず
、
薬
物
の
乱
用
は
益
々
多
様
化
、
巧
妙
化
し
て
い
る

現
状
に
あ
る
。

（
一
）　

覚
せ
い
剤
事
犯

歴
史
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
三
回
の
乱
用
期
が
断
続
的
に
発
生
し
て

い
る
。
第
一
回
目
は
、
終
戦
直
後
の
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代

に
か
け
て
の
流
行
、
第
二
回
目
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
始
ま
り
、
昭

和
五
九
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
流
行
、
第
三
回
目
は
、
平
成
に
入
っ

て
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
流
行
で
あ
る
。

覚
せ
い
剤
事
犯
の
特
徴
は
、
再
犯
率
が
五
〇
％
以
上
と
非
常
に
高
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い
こ
と
及
び
暴
力
団
員
の
検
挙
の
割
合
が
五
〇
％
前
後
と
高
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
再
犯
率
が
高
い
要
因
は
、
覚
せ
い
剤
の
精
神
的
依

存
性
が
高
い
こ
と
、
暴
力
団
員
の
検
挙
の
割
合
が
高
い
要
因
は
、
他

の
薬
物
よ
り
も
利
益
幅
が
大
き
く
、
そ
の
密
輸
・
密
売
が
資
金
源
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
二
）　

大
麻
事
犯

我
が
国
の
大
麻
問
題
の
は
じ
ま
り
は
、
戦
後
外
国
軍
隊
の
基
地
周

辺
で
軍
人
が
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
現

在
ま
で
概
ね
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
平
成
一
三

年
以
降
は
、
増
加
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
〇
年
は
、

検
挙
人
員
二
七
七
八
人
と
前
年
比
二
二
・
三
％
増
と
過
去
最
悪
を
記

録
し
た
。特
に
大
麻
栽
培
事
案
が
前
年
比
約
五
〇
％
増
加
す
る
な
ど
、

リ
ス
ク
の
高
い
海
外
か
ら
の
密
輸
入
か
ら
自
己
栽
培
へ
と
シ
フ
ト
し

て
き
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

大
麻
事
犯
の
特
徴
は
、
初
犯
率
が
八
〇
％
以
上
と
非
常
に
高
い
こ

と
及
び
三
〇
歳
未
満
の
検
挙
人
員
の
割
合
が
六
〇
％
以
上
と
非
常
に

高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
、
覚
せ
い
剤
と

違
い
、
タ
バ
コ
感
覚
で
簡
単
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
若

者
が
好
む
繁
華
街
の
飲
食
店
等
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
簡
単
に

入
手
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
イ
ン

●暴力団の資金源としての密輸・密売（仕出地

は主に韓国・台湾） 

●青少年の乱用と中毒者による凶悪犯罪 

●徹底取締りにも完全に沈静化せず

●暴力団に加え、イラン人等密売組織に

よる街頭密売、携帯電話を利用した密売 

●中・高校生のファッション感覚による

乱用急増 
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第二次乱用期 24,022人（昭59） 
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●暴力団に加え、イラン人等密売組
織による街頭密売、携帯電話を利
用した密売

●中・高校生のファッション感覚に
よる乱用急増

●大量密輸入事件の続発による大量
押収（仕出地は主に中国・北朝鮮）

●国内での密造

●戦後の荒廃した社会にヒロポンが
流行

●罰則強化、徹底取締り、国民運
動の展開により沈静化

●暴力団の資金源としての密輸・密
売（仕出地は主に韓国・台湾）
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犯罪

●徹底取締りにも完全に沈静化せず
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図１　覚せい剤事犯検挙人員・押収量の推移（昭和 26年～平成 20 年）



特集・事件・犯罪防止―消費者・IT・薬物問題について―

42大学と学生 2009.5

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
大
麻
の
種
子
を
入
手
し
、
そ
の
種
子
を

発
芽
さ
せ
て
大
麻
を
栽
培
す
る
事
案
が
急
増
し
て
い
る
ほ
か
、「
レ

イ
ブ
」
と
称
す
る
野
外
音
楽
パ
ー
テ
ィ
等
の
若
者
が
集
う
機
会
を
利

用
し
て
集
団
で
大
麻
を
吸
引
す
る
事
案
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
乱
用
者

の
裾
野
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
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図２　大麻事犯検挙人員の推移（昭和 33年～平成 20 年）

図３　押収した大麻及び栽培用具
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（
三
） 
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
合
成
麻
薬
事
犯

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
合
成
麻
薬
事
犯
は
、
平
成
一
六
年
に
初
め
て
Ｍ
Ｄ
Ｍ

Ａ
事
犯
が
検
挙
さ
れ
て
以
降
、
特
に
若
年
層
の
間
に
急
速
に
広
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
大
麻
事
犯
と
同
じ
く
初
犯
者
の
割
合
が

八
〇
％
以
上
及
び
三
〇
歳
未
満
の
割
合
が
六
〇
％
以
上
と
非
常
に
高

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二　

大
学
生
の
検
挙
状
況

（
一
）　

刑
法
犯
（
交
通
業
過
事
犯
を
除
く
）
の
検
挙
状
況

平
成
一
九
年
の
総
検
挙
人
員
三
六
万
五
五
七
七
人
の
う
ち
大
学
生

は
一
万
三
八
六
二
人
（
三
四
％
）
で
あ
り
、
高
校
生
四
万
二
五
七
九

人
、中
学
生
三
万
五
六
四
人
よ
り
も
少
な
い
。
主
な
犯
罪
と
し
て
は
、

検
挙
人
員
の
多
い
順
に
自
転
車
等
の
占
有
離
脱
物
横
領
七
四
七
一

人
、
窃
盗
四
六
六
五
人
、
詐
欺
三
五
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）　

薬
物
事
犯
の
検
挙
状
況

平
成
二
〇
年
の
薬
物
事
犯
に
占
め
る
大
学
生
の
割
合
は
、
総
検
挙

人
員
一
万
四
三
二
六
人
の
う
ち
、
一
一
七
人
で
〇
・
八
％
と
な
っ
て

お
り
、過
去
一
〇
年
間
で
も
六
九
人（
〇
・
三
％
）か
ら
一
四
七
人（
一
・

〇
％
）
と
そ
の
割
合
は
あ
ま
り
高
く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ア　

覚
せ
い
剤
事
犯

平
成
二
〇
年
の
覚
せ
い
剤
事
犯
に
占
め
る
大
学
生
の
割
合
は
、
総

検
挙
人
員
一
万
一
〇
四
一
人
の
う
ち
、
一
八
人
で
〇
・
二
％
と
な
っ

て
い
る
。
大
学
生
の
覚
せ
い
剤
事
犯
は
、
過
去
一
〇
年
間
で
も
最
高

は
平
成
一
三
年
の
四
一
人
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
〇
・
二
％
と
低
い

状
況
で
推
移
し
て
い
る
。

イ　

大
麻
事
犯

平
成
二
〇
年
の
大
麻
事
犯
に
占
め
る
大
学
生
の
割
合
は
、
総
検
挙

人
員
二
七
七
八
人
の
う
ち
、
八
九
人
で
三
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
生
の
大
麻
事
犯
は
、
平
成
一
六
年
に
一
一
四
人
（
五
・
二
％
）

が
検
挙
さ
れ
た
の
が
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
あ
り
、
翌
一
七
年
に
は
検

挙
人
員
が
六
三
人
と
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
が
、
平
成
二
〇
年
は
前
年
に
比
べ
若
干
減
少
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
学
生
の
大
麻
事
犯
に
つ
い
て
は
、
大
学
内
で

売
買
が
行
わ
れ
る
、
大
学
の
仲
間
同
士
で
吸
引
す
る
な
ど
、
乱
用
の

拡
大
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
実
際
に
検
挙
さ
れ
て
い
る
者
は

氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ウ　

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
合
成
麻
薬
事
犯

平
成
二
〇
年
の
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
合
成
麻
薬
事
犯
に
占
め
る
大
学
生
の

割
合
は
、
総
検
挙
人
員
二
八
二
人
の
う
ち
、
一
〇
人
で
二
・
〇
％
と

な
っ
て
い
る
。



特集・事件・犯罪防止―消費者・IT・薬物問題について―

44大学と学生 2009.5

三　

大
学
生
大
麻
事
犯
検
挙
後
の
供
述
内
容

大
学
生
の
薬
物
事
犯
と
し
て
は
、
平
成
二
〇
年
に
一
一
七
人
が
検

挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大
麻
事
犯
が
八
九
人
と
検
挙
者
の
四

分
の
三
以
上
を
占
め
て
い
る
。
大
麻
事
犯
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
大
学

生
の
供
述
内
容
は
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）　

動
機

○　

薬
物
に
興
味
が
あ
っ
た
。

○　

友
人
か
ら
誘
わ
れ
断
れ
な
か
っ
た
。

○　

海
外
で
簡
単
に
使
用
で
き
、
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

（
２
）　

使
用
場
所

○　

自
宅

○　

友
人
宅

○　

大
学
構
内

（
３
）　

購
入
先
等

○　

友
人
か
ら

○　

売
人
か
ら

○　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文

（
４
）　

購
入
場
所

○　

路
上

　 H16 H17 H18 H19 H20

全薬物検挙人員 15,048 15,803 14,440 14,790 14,326

大学生 147 102 114 122 117

　� 構成比（％） 1.0% 0.6% 0.8% 0.8% 0.8%

覚せい剤検挙人員 12,220 13,346 11,606 12,009 11,041

大学生 18 29 27 23 18

� 構成比（％） 0.1% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%

大麻検挙人員 2,209 1,941 2,288 2,271 2,778

大学生 114 63 73 92 89

� 構成比（％） 5.2% 3.2% 3.2% 4.1% 3.2%

ＭＤＭＡ等合成麻薬事犯 417 403 370 296 282

大学生 15 10 14 7 10

� 構成比（％） 3.6% 2.5% 3.8% 2.4% 3.5%

※　Ｈ 20 の数値は、暫定値である。

図４　薬物別検挙人員（平成 16年～平成 20 年）
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○　

大
学
構
内

○　

繁
華
街
の
飲
食
店
内

以
上
の
供
述
内
容
の
中
で
、
特
に
大
学
生
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
大

学
構
内
で
の
売
買
及
び
使
用
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て

○　

警
察
に
捕
ま
る
心
配
が
な
く
安
全

○　

吸
引
し
て
い
て
も
周
り
が
全
く
関
心
を
示
さ
な
い

等
、
大
学
が
薬
物
密
売
・
使
用
の
場
所
と
し
て
、
最
適
で
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
生
に
大
麻
を
密
売
し
て
い
た
売
人
を
検
挙

し
た
事
件
で
は
、
路
上
や
電
話
注
文
に
よ
る
宅
配
で
密
売
す
る
よ
り

も
大
学
構
内
で
密
売
す
る
方
が
安
全
に
売
買
で
き
た
と
供
述
し
て
い

る
。

四　

警
察
の
対
策

（
一
）　

供
給
の
遮
断

警
察
は
、
ほ
と
ん
ど
の
薬
物
が
海
外
か
ら
流
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
遮
断
す
る
た
め
、
外
国
の
取
締
機
関
や
国
内
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
密
輸
入
事
件
の
摘
発
と
供
給
ル
ー
ト
の
壊
滅
に
努
め

る
と
と
も
に
暴
力
団
等
の
薬
物
密
売
組
織
の
壊
滅
を
推
進
し
て
い
る
。

（
二
）　

需
要
の
根
絶

警
察
は
、
末
端
乱
用
者
の
検
挙
に
努
め
る
と
と
も
に
、
乱
用
を
し

な
い
規
範
意
識
を
高
め
る
た
め
の
広
報
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
。
特
に
、
中
学
生
、
高
校
生
に
対
し
て
は
、
薬
物
の
危
険

性
・
有
害
性
を
正
し
く
認
識
す
る
た
め
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
生
に
対
し
て
も
各
大
学
と
連
携
し
て
、

薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

五　

お
わ
り
に

薬
物
を
乱
用
す
る
大
学
生
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
安
易
な
動
機
に
よ
る
結
果
は
非
常
に
重
い
。
安
易

な
動
機
に
よ
っ
て
薬
物
に
手
を
出
し
、
検
挙
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
こ

と
の
重
大
さ
に
気
付
く
。
検
挙
後
の
彼
ら
を
待
っ
て
い
る
の
は
悲
惨

な
未
来
で
あ
る
。
将
来
の
あ
る
大
学
生
や
若
者
た
ち
を
薬
物
か
ら
守

る
た
め
に
、
警
察
は
供
給
の
遮
断
、
需
要
の
根
絶
に
向
け
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。




